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日医認定産業医制度研修会開催一覧

◇産業保健部◇

開 催 日 時 開 催 場 所 主なテーマおよび講師 単位数 連絡先

平成30年9月5日（水）
18：30 ～ 20：30

留萌市中央公民館
(留萌市）
定員：15名
(事前に申し込みが必要です）

・過重労働による健康障害と対策の進め方

北海道労働保健管理協会札幌総合健診センター所長　原 俊之
※6月6日、8月1日の同テーマの研修会を受講された方は受講不可

生涯研修 専門2

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

平成30年9月7日（金）
18：30 ～ 22：30

※詳細は8号附録にて案内済み
第2回産業保健研修会

ホテルサンルート室蘭
(室蘭市)

・ビデオ研修
・法規の解説

室蘭労働基準監督署
・職場の環境管理･作業管理と職業病について

札幌市総務局職員部職員健康管理担当部長　築島 健

・健康管理と健康づくりについて
札幌市精神保健福祉センター所長　鎌田 隼輔

基礎研修  
実地1・後期3

生涯研修
更新1・実地1・専門2

北海道医師会
事業第三課
（011-231-1726）

平成30年9月26日（水）
18：30 ～ 20：30

フォーポイントバイシェラトン函館
（函館市）
定員：70名
(事前に申し込みが必要です）

・長時間労働が生体に及ぼす影響

札幌心身医療研究所長　久村 正也
※6月19日、6月22日、7月6日、7月24日、8月7日、8月
22日の同テーマの研修会を受講された方は受講不可

生涯研修 専門2

北海道産業保健
総合支援センター
（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

平成30年9月27日（木）
18：30 ～ 22：30

※詳細は8号附録にて案内済み
第3回産業保健研修会

小樽市医師会館
(小樽市)

※駐車スペースはございません。
公共交通機関をご利用ください。

・ビデオ研修
・法規の解説　　　　　　　　　　　　　 

小樽労働基準監督署
・職場の環境管理･作業管理と職業病について

北海道大学環境健康科学研究教育ｾﾝﾀｰ特別招へい教授　岸 玲子

・健康管理と健康づくりについて
特定医療法人社団慶愛会札幌花園病院院長　松原 良次

基礎研修
実地1・後期3

生涯研修
更新1・実地1・専門2

北海道医師会
事業第三課
（011-231-1726）

平成30年10月4日（木）
18：30 ～ 20：30

苫小牧市医師会館
（苫小牧市）
定員：40名
（事前に申し込みが必要です）

・産業医が知っておきたい有害業務の職場巡視

北海道労働保健管理協会産業保健部次長　相澤 和幸
※7月3日、7月17日、9月10日の同テーマの研
修会を受講された、される方は受講不可

生涯研修
専門1・実地1

（日本医師会に申請中）

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

平成30年10月5日（金）
19:00 ～ 20:30

さっぽろ駅前クリニック
北海道リワークプラザ
(札幌市)
年会費：2,000円
参加費：2,000円
定員：80名
（事前に申し込みが必要です）

北海道リワーク勉強会
・休職を繰り返す人へのリワーク支援
　－様々な立場から－

北海道障害者職業センター　平野 郁子ほか

生涯研修 専門1.5
北海道リワーク
勉強会事務局
(011-280-0556)

平成30年10月11日（木）
18：30 ～ 20：30

岩見沢平安閣
（岩見沢市）
定員：40名
（事前に申し込みが必要です）

・化学物質のリスクアセスメントについて

北海道労働保健管理協会産業保健部次長　相澤 和幸
※4月26日、5月28日、6月12日、6月27日、7月31
日の同テーマの研修会を受講された方は受講不可

生涯研修
専門1・実地1

（日本医師会に申請中）

北海道産業保健
総合支援センター
（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

平成30年10月13日（土）
　　　　　  14日（日）

※詳細は本号附録にて案内
第24回産業医学基礎（後期）
研修会

北海道医師会館
(札幌市)

＜13日(土)＞
・産業医活動の取り組み方

北海道労働保健管理協会札幌総合健診センター所長･産業保健部副部長　原 俊之
ほか4題

＜14日(日)＞
・認知行動療法ABC-初学者のための手引き-

札幌心身医療研究所長　久村 正也
ほか6題

基礎研修 後期12
　　　　　　

13日－5単位
14日－7単位
計 12単位

北海道医師会
事業第三課
（011-231-1726）

平成30年10月20日（土）
15：00 ～ 19：00

※詳細は本号附録にて案内
第4回産業保健研修会

かでる２・７
(札幌市)

・法規の解説
北海道労働局

・職場の環境管理･作業管理と職業病について
北海道産業保健総合支援センター所長　森　 　満

・健康管理と健康づくりについて
　 札幌医科大学医学部公衆衛生学講座教授　大西 浩文

・産業医活動の実際
北海道労働保健管理協会医療本部長　清田 典宏

基礎研修 後期4

生涯研修
更新1・専門3

北海道医師会
事業第三課

（011-231-1726）
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開 催 日 時 開 催 場 所 主なテーマおよび講師 単位数 連絡先

平成30年10月24日（水）
19：00 ～ 21：00

網走セントラルホテル
（網走市）
定員：40名
（事前に申し込みが必要です）

・化学物質のリスクアセスメントについて

北海道労働保健管理協会産業保健部次長　相澤 和幸
※4月26日、5月28日、6月12日、6月27日、7月31日、10月11
日の同テーマの研修会を受講された、される方は受講不可

生涯研修
専門1・実地1

（日本医師会に申請中）

網走医師会
（0152-44-2386）

平成30年10月31日（水）
18：30 ～ 20：30

札幌市医師会館

定員：200名
参加費：1,000円
※札幌市産業医協議会会員は無料
（事前の申し込みは不要です）

・職場における受動喫煙防止活動

井門内科医院院長　井門 明

基礎研修 後期2

生涯研修 専門2

（日本医師会に申請中）

札幌市医師会
（011-611-4181）

平成30年11月7日（水）
18：00 ～ 21：00

ホテルスエヒロ
（滝川市）
定員：50名
（事前に申し込みが必要です）

・リスクアセスメント　化学物質取扱い
滝川市医師会理事・脳神経よしだクリニック院長　吉田 英人

・化学物質のリスクアセスメントについて
北海道労働保健管理協会産業保健部次長　相澤 和幸

生涯研修
専門1・実地1

（日本医師会に申請中）

滝川市医師会
（0125-24-8744）

平成30年11月15日（木）
18：30 ～ 22：30

※詳細は10月1日号附録にて案内予定
※お申し込みは10月1日号発送と同時期より開始
第5回産業保健研修会

ホテルサンプラザ
(岩見沢市)

・ビデオ研修
・法規の解説　　　　　　　　　　　　　 

岩見沢労働基準監督署
・職場の環境管理･作業管理と職業病について

旭川医科大学医学部社会医学講座教授　吉田 貴彦

・健康管理と健康づくりについて
北海道医療大学心理科学部臨床心理学科教授 中野 倫仁

基礎研修
実地1・後期3

生涯研修
更新1・実地1・専門2

北海道医師会
事業第三課

（011-231-1726）

平成30年11月17日（土）
　　　　　  18日（日）

※詳細は10月1日号附録にて案内予定
※お申し込みは10月1日号発送と同時期より開始
第35回産業医学基礎（前期）
研修会

北海道医師会館
(札幌市)

【産業医学基礎(前期)
 研修会】

＜17日(土)＞
・総論（2単位）
・有害業務管理（2単位）

北海道大学環境健康科学研究教育ｾﾝﾀｰ特別招へい教授　岸　 玲子
・メンタルヘルス対策（1単位）
・作業環境管理（2単位）
・作業管理（2単位）

旭川医科大学医学部健康科学教授　吉田 貴彦
＜18日(日)＞
・健康管理（2単位）
・健康保持増進（1単位）
・産業医活動の実際（2単位）

北海道産業保健総合支援ｾﾝﾀｰ所長･札幌医科大学名誉教授　森　 　満

基礎研修 前期14

※左記8項目の研
修については、カ
ッコ内それぞれ
の単位の修得が
必要です。

北海道医師会
事業第三課

（011-231-1726）

平成30年11月30日（金）
9：40 ～ 17：00

中央労働災害防止協会
(札幌市)
定員：60名
受講料：
THP登録者 18,510円
中災防協会賛助会員 18,510円
一　　般   21,600円
(事前に申し込みが必要です）

―平成30年度第19回実務向上研修―
・働く人の健康づくりの動向

中央労働災害防止協会
・笑いによる心身の健康と健康指導への活かし方

福島県立医科大学医学部疫学講座主任教授　大平 哲也
・からだの時計に合わせてベスト体調を作る食べ方

㈲ｸｵﾘﾃｨﾗｲﾌｻｰﾋﾞｽ ﾗｲﾌｽﾀｲﾙﾃﾞｻﾞｲﾝｻｰﾋﾞｽ本部ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 管理栄養士　田中 裕子

生涯研修 専門5

中央労働災害防止協会
北海道安全衛生
サービスセンター

（011-512-2031）
受講資格：
健康測定専門研修修了医師
および日医認定産業医

全て受講した場合のみ単位付与

＊開催日が太字のものは、本号より新たに掲載されたものです。

注１：新規認定のためには、基礎研修50単位以上（前期研修14単位以上、実地研修10単位以上、後期研修26単位以上の合計 50単位以上）の
　　　修得が必要です（前期研修については、総論2単位・健康管理2単位・メンタルヘルス対策1単位・健康保持増進1単位・作業環境管理2単位・
　　　作業管理2単位・有害業務管理2単位・産業医活動の実際2単位のそれぞれの単位修得が必須）。

注２：更新認定のためには、認定取得後の5年間に生涯研修20単位以上（更新研修、実地研修、専門研修各1単位以上の合計20単位以上）
　　　の修得が必要です。


